
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８５％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８５％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８５％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８５％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８５％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８５％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８５％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

令和５年度　大田区立矢口東小学校　自己評価　報告書
令和6年3月8日

　本校は昭和２年（1927年）に東京都荏原郡矢口東尋常小学校として開校以来、今年で９５周年になる。卒業生は1万人を超え、親子3代にわたって矢東が母校という地域の人も多い。校地は東急蓮沼駅より徒歩5分、多摩川線矢口渡駅からも10分の便利な場所にあ
り、多くは戸建てや小規模な集合住宅が建っている。大規模な集合住宅はなく、今年度全校児童330名で始まった。児童は全体的に落ち着いた学校生活を送っている。本校の教育目標は「自ら学ぶ子、心豊かな子、たくましい子」であり、知、徳、体のバランスの取れた
教育を目指している。今年度の重点目標に「自ら学ぶ子」を掲げ、将来本校に在籍している児童が、しっかりと自立して社会に役立つ人間になれるよう、キャリア教育を念頭に教育目標の実現に向け、全教職員が力を合わせて教育活動を行っている。

大項目 目標 取組内容 取組指標 取組評
価 目標に対する成果指標 成果

評価
これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄
(A～Dのいずれかに○付けてください。）
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.4
「自分にはよいとこ
ろがある」の問いに
肯定的な回答が
85％以上

４：

3

　ネイティブの講師と連携して、児童の実態に即した指
導をすることができた。
　指導教員とはコミュニケーションを積極的にとってどの
ような授業をするのか事前に打ち合わせをして授業を
進めることができた。
　ALTの学習指導の指導がとても参考になった。ねらい
を明確に授業プランを立て、児童のプリントの添削等も
丁寧。
　ALTと授業の流れを事前に打ち合わせすることで、担
任も授業の狙いを明確にすることができた。また、パ
フォーマンステストや英語で発表するという機会が何度
かあり、子どもたちは英語でコミュニケーションをとること
に対して、少しずつ抵抗がなくなっているように感じる。

Ａ 8

・教職員の皆様のご尽力に感謝します。

・コロナが減ったと思ったら、インフルなど感
染症が次々に流行っていく中で先生方の取
組は、とても頑張っていらっしゃると感じます。

・（高学年に対して）
自然災害についての情報共有とボランティア
活動についての話もしてほしい。

・コミュニケーション能力は、社会に出た時に
一番必要とされるものかもしれませんね。ま
た、「自分には良いところがある」と肯定的に
答えられることは自分の自信につながると思
います。

・低学年から日本語を英語の時間に使わない
授業が一番定着すると思うのでネイティブの
講師とよく相談してもらいたい。

・日本語の読み書き、本を読む習慣も大切に
してほしいです。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3.1

   理科の実験などは楽しく取り組むが、予想、結果、考
察などの論理的思考を育成するまでに至らなかった。3
年生の初めから、少しずつ取り組んでいく必要がある。
   校外学習や体験型学習で様々な体験ができた。どの
学習も意欲的であった。体験型学習は今後も取り入れ
ていく。

「自分にはよいとこ
ろがある」の問いに
肯定的な回答が
80％以上

３：

Ｂ 2

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

　人権について児童にわかりやすく説明するのは難しい
が、いじめも含めて、人に対して差別をしないことや暴
力的な言動をしないことを指導している。

「自分にはよいとこ
ろがある」の問いに
肯定的な回答が
60％未満

１：

Ｄ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運
動を実践する。

2.9

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3.5

　 ICTの活用は、特別支援学級の児童が使用するのに
は個々に課題があるが、教員は活用した授業を行って
いる。
   （成果）ICT機器を使用して、わかりやすく伝える授業
を展開できた。

「自分にはよいとこ
ろがある」の問いに
肯定的な回答が
70％以上

２：

○

79.
6％

Ｃ

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

2.9
「授業が楽しい」の
問いに肯定的な回
答が90％以上

３： 　ステップ学習の達成度は、保護者に認知されているか
わからない。

Ｂ 2

　一校一取組や一学級一取組として、マラソン週間や縄
跳び週間を設けて、全校児童で取り組んでいる。一学
級一取組は、あまり成果を感じられなかった。

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

2.8
「授業が楽しい」の
問いに肯定的な回
答が95％以上

４：

2

　ステップ学習シート、学習カルテ、授業改善推進プラン
など、参考にしたり知らせたりする項目が多く、煩雑に
なっている。
　学習カルテの活用があまりできていないように感じ
る。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

3.1
「授業が楽しい」の
問いに肯定的な回
答が80％以上

２：

○

80.8
％

　学習補助員員と連携し、個々の躓きに応じた指導を行
うことができた。
　（学習補助員）　途中から、補習教室がクラス対応に
なってしまい、準備や指導への計画や負担が高学年担
任に偏っていた。組織的に欠員が出た場合の対応を考
えて実施ができるとよい。

Ｃ 1

Ａ 7

・矢東小の児童・生徒の学力向上を期待しま
す。

・一人ひとりに向き合って、一人ひとりの意欲
をアップさせることはとても難しいと思います。

・１年でやるべき事はその時に。５年生で達成
すべきことを達成出来ることを目標にして、想
像させてやっていけることを実施していてもら
えていると思うので、自信をもって取り組んで
いただきたい。

・授業が楽しいと思えることは素晴らしいで
す。

・課題を感じていることがわかりました。改善
案があると良いと思います。

プ

ラ

ン

３

　

豊

か

な

心

の

育

成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、自
他の生命を
尊重する心
を育成する
など、未来
への希望に
満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3.5
「友達にやさしくして
いる」の問いに肯定
的な回答が90％以
上

４：

○

92
％

3

 　小中一貫において、生活指導のルールを共有し、自
校の生活指導のきまりに生かすことができた。

Ａ

授業改善推進プランを、授業に生かす。 3
「授業が楽しい」の
問いに肯定的な回
答が70％未満

１： 　改善プランはそれぞれの教科で作成するが、児童の
課題に向けた取り組を担任が意識して指導することが
必要である。
　（成果）授業改善プランをもとに、日々の指導で気を付
けるポイントを意識し、指導にあたることができた。
　授業改善推進プランを授業に生かすことができなかっ
た。研究授業や授業観察のときに再度確認し、意識で
きるとよい。

Ｄ

3.3

 　校内委員会を学期に一度開き、情報を共有できてい
る。どの学年もメンタルが弱い児童が増え指導がしづら
い。保護者に寄り添うようにしているが要求が増えてい
る。
 　児童のメンタルヘルスについて、管理職、担任、ス
クールカウンセラー、保護者、主治医などと連携し、より
良い方向を模索することができた。課題としては、発達
に課題を持つ児童のほかに、センシティブな児童、保護
者がとても増え、週一回のスクールカウンセラーの面談
では対応しきれなくなっている。

「友達にやさしくして
いる」の問いに肯定
的な回答が７0％以
上

２：

Ｃ

10

・友達を思いやる心の優しさを育んでくださ
い。

・心の問題と心の育成は、日々の関りが一番
だと感じます。矢東小の先生方の日頃の努力
をとても感じます。

・矢東小は特別支援学級があるからだと思う
が、優しい子どもが多いと思う。

・センシティブな児童、保護者が増えていて
は、先生方は子どもをしっかり叱るという事が
出来なくなってしまいそうで気になります。

・大切なのは、コミュニケーションであると思
う。会話はしていても、対象となる子とのコ
ミュニケーションを取れないと解決しないこと
も多いのではないかと思う。

・コロナ禍の３年間は子どもたちにとっては大
きな影響で外部の人との関りが薄れて挨拶
が出来なくなったり、不登校などにもつながっ
ているのではないかと思います。先生方も時
代と共に新しい施策をしていかなければなら
ないのは本当に大変だと思います。

・矢東小は比較的落ち着いた子が多いと思い
ます。その落ち着き、メンタルが弱い傾向に
なっていなければ良いです。他者を思いやる
子に育ってほしいです。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

2.8

　 道徳の授業は行っているが、毎時間同じような授業
展開になっているので、道徳推進教師方の研修などを
実施し、各担任の指導充実のための取組を行うとよい。

「友達にやさしくして
いる」の問いに肯定
的な回答が80％以
上

３：

Ｂ

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

3.6

「進んで外遊びをす
る」の問いに肯定
的な回答が80％以
上

４：

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

3.5

　 毎週金曜日の生活指導夕会において、教員間で情
報交換や情報共有を行っている。いじめの疑いがある
場合も、いじめ防止対策委員会を都度開いて、未然防
止や早期発見の対策を講じている。

「友達にやさしくして
いる」の問いに肯定
的な回答が７0％未
満

１：

9

・児童生徒の健全な成長を期待します。

・矢東小の子ども達は元気だと感じます。先
生方の努力を感じます。

・子どもが学校の授業、給食、何でも楽しいと
思う気持ちが大切だと思う。

・ゲームなどで家の中で遊ぶことが多くなって
きているのでしょうか。あまり公園で遊んでい
る子どもを見かけなくなってきました。たまに
遊んでいても、友達とゲームをしている子が
多いです。
・早寝に関しては生活リズムは学校だけでは
無理で親が意識を持って子どもに接して欲し
いですね。

・家庭で取り組むことと学校でやることを明確
にして家庭とよくコミュニケーションを取ってい
くしかないと思います。

・家庭の問題としてゲーム、スマホ、家庭環境
で夜寝る時間が遅くなっています。大人も早
寝する啓蒙が必要です。外で遊んでほしいで
す。

進んで外遊びをす
る」の問いに肯定
的な回答が70％以
上

３：

○

71
％

B 1

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

3.7

　不登校児童等のケース会議や定期的な会議があり、
連携がとりやすい。
　不登校対策委員や学年、養護教諭、SCなどと連携し
て児童や保護者への対応の仕方を組織的に考えた。
　児童の問題行動について、常に周りの教員と情報共
有を行っている。
　不登校及び別室登校児童についても、定期的に委員
会を開き、実態を共有し、学校としての方向性を決めて
いくことができた。
　 いじめが起きたり、不登校の児童への対応として、担
任だけでなく、ケース会議を開き、組織で対応すること
ができていた。

Ｄ

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3.5

   給食の放送などで、食材の説明をしている。
   食育、体力向上についての認識がそれぞれ違うの
で、統一は難しいが指導や声掛けはしている
   日々の学校生活や学校公開でも食育や生活習慣に
取り組んできたが、保護者にはなかなか届かない。登
校時間が守られず、当たり前のように遅刻をしてくる。
好き嫌いが多いなど。保護者会で話をしていく。
   地域の方に、食育の授業をしていただいた。実際に
講師を招くことで、子どもたちも興味・関心をもって、学
習に参加できていた。

進んで外遊びをす
る」の問いに肯定
的な回答が60％以
上

２：

Ｃ

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

3.2

　体育では苦手な子も運動に親しめるような工夫をし
た。休み時間に男子は外遊びをしている子が多いが、
女子は少ない。
　休み時間や体育のほか、朝の会でも体つくりを行って
いる。

進んで外遊びをす
る」の問いに肯定
的な回答が60％未
満

3

   啓発はしているが、早寝に関してはできていない児童
が多かった。
   生活リズムの指導を行っても、児童の遅刻をしないこ
とに対する意欲が見られない。家庭からも遅刻しないよ
うに送り出しなどは難しそうで、協力的でない。
   早寝、早起き、朝ごはんについては、担任、栄養士と
協力をして指導することができた。
   課題としては、そもそも家庭での取り組みなので、啓
発を続けても大きな効果が実感できないことである。

Ａ

・教職員の皆様の努力に敬意を表します。

・先生方の連携もあるのではないかと感じて
います。

・安全安心教育は、授業参観や学校・地域教
育連絡協議会での説明でもとてもわかりやす
く、取り組みの姿が見える。

・先生方の専門性を発揮してより良い授業を
期待しています。授業改善セミナー等の研修成果を生かし、

主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

2.9

保護者アンケート
「子どもたちにとっ
てわかりやすい授
業をしていた」の問
いに肯定的評価が
８0％以上

３：

○

88
％

   授業改善セミナー等の研修により、若手教員の育成
と主任教諭の指導力が磨かれている。

Ｂ

１：

Ｄ

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

3.4

保護者アンケート
「子どもたちにとっ
てわかりやすい授
業をしていた」の問
いに肯定的評価が
90％以上

４：

3

5

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

3.3

保護者アンケート
「子どもたちにとっ
てわかりやすい授
業をしていた」の問
いに肯定的評価が
７0％以上

２： 　外部の授業を参観した教員が研修の成果をじっくり伝
える時間が少ないので、成果を発表できる時間を確保
できるとよい。
   （成果）区内の教育研究会に参加をし、そこで得た知
識をもとに、授業を考えることができた。
   （課題）校内でのOJTをする時間を作ることは難しい
ので、日々の打ち合わせや確認における話し合いでア
ドバイスができるようにする。

Ｃ

　授業評価の質問項目の検討が必要だと思う。

Ａ 5

プ

ラ

ン

６

　

学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

な

っ
て

と

も

に

進

め

る

教

育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを
明確にし、
地域に開か
れた教育の
実現を目指
します。ま
た、相互の
連携を深
め、子どもを
育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

2.9

保護者アンケート
「教育活動の様子
をわかりやすく伝え
ているか」の問いに
肯定的評価が90％
以上

４：

3

　ホームページの充実をさせるためには、公開の仕方
や内容を校内で共有が必要。本格的に行うのであれ
ば、組織の一つとして役割を位置付けるとよい。
　週に１回程度、学級便りで学級の様子をお知らせし
た。また、保護者会でも動画などで子どもたちの活動の
様子をお伝えした。
　月1回保健だよりを発行し、児童・保護者に対して情報
発信や啓発を行った。

Ａ

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

3.4

保護者アンケート
「子どもたちにとっ
てわかりやすい授
業をしていた」の問
いに肯定的評価が
７0％未満

１： 　 特別支援教育コーディネーターとして、担任からの情
報を得て、校内委員会で検討することができた。
   課題としては、特別支援教育についての研修を充実
する必要を感じた。

Ｄ

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくります。

8

・地域全体で児童・生徒の健全な育成を見守
ります。

・開かれた教育をしよう！！という先生方の
気持ちを感じます。

・協議会の説明にPCを活用する等、より理解
しやすく工夫されています。

・今、本当に学校は大変です。学校だけで教
育することは無理な時代になってきました。家
庭の役割、地域の役割をよく考えて子どもた
ちがいつも笑顔でいられるように少しでも力
になれればと思います。

・協議会で、校長や教諭の皆様の説明もわか
りやすく、ありがたいと思っている。何かあれ
ば、子ども食堂ばかりでなく、相談してもらい
たい協議会委員もいるのではないかという気
がする。災害時での対応等は矢東小の児童
に深く定着しているのが児童と話すとわか
る。とても、有難いと思う。

・コミュニティスクール・地域が今まで以上に
関わっていくという事ですが、町会全体は高
齢化してますし何処まで関わっていけるのか
どうかちょっと心配なところはあります。

・ホームページで活動の様子が公開されてい
ないので、日々の様子が分かりづらいです。
協議会で先生が様子をプレゼンしてくれたの
がとてもよかったです。地域も保護者も連携し
てもっと温かい矢東小を創ることを期待してい
ます。

保護者アンケート
「教育活動の様子
をわかりやすく伝え
ているか」の問いに
肯定的評価が８0％
以上

３：

○

86
％

B 2

１：

Ｄ

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、適
正な評価を受けるよう努める。

3.2

   学校公開日に地域教育連絡協議会を開催をして、学
校や児童の様子を御覧いただいたり、各回で学校経営
方針や学校評価、学習効果測定や体力測定等の結果
および検証の報告を行っている。学校行事や児童の様
子について御感想もいただき、本校の教育活動を御理
解の上で、評価していただいている。

保護者アンケート
「教育活動の様子
をわかりやすく伝え
ているか」の問いに
肯定的評価が７0％
以上

２：

Ｃ

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3.1

　子ども食堂の代表とのつながりからコーディネーター
を紹介していただき、総合的な学習の時間の授業を計
画的に行うことができた。
　 （課題）地域との連携をした授業の展開を毎学期考え
ることはできなかった。児童の実態や教科の特性を見
極め、連携を図っていく。

保護者アンケート
「教育活動の様子
をわかりやすく伝え
ているか」の問いに
肯定的評価が７0％
未満


